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今
年
一
月
に
図
書
館
利
用
に
つ
い
て
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。調
査
の
詳
細
は
三
ペ
ー
ジ
の
調
査
報
告
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
図
書
館
が
実
施
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の
程
度
有
効
な
の
か
、ま
た
、利
用
者
は
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
満
足
し
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
東
京
市
図
書
館
で
は
、今
ま
で
も
、適
時
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。平
成
十
六
年
度
の
調
査
で
は
、平
成
十
四
年
度
に

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、自
宅
で
資
料
検
索
や
資
料
予
約
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、図
書
館

を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
市
民
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。公

共
図
書
館
の
中
で
は
比
較
的
早
い
時
期
に
導
入
し
た
こ
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

の
広
が
り
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、安
心
し
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
で
は
来
館
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

た
め
、図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
や
認
知
度
は
高
い
評
価
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、自
由
意
見
欄
に
は
、様
々
な
意
見
や
要
望
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。施
設
の
充
実
、休
館
日
の
変
更
や
縮
小
、開
館
時
間
の

延
長
、
予
約
シ
ス
テ
ム
へ
の
要
望
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。自

由
意
見
の
約
一
五
％
は
施
設
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。読
書
や

調
べ
も
の
を
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
を
望
む
声
が
多
く
、利
用
者
が

ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
よ
う
な
施
設
の
充
実
が
課
題
と
な
り
ま
す
。ま

た
、勤
労
世
代
か
ら
は「
も
っ
と
遅
く
ま
で
開
館
し
て
ほ
し
い
」、シ
ニ

ア
世
代
か
ら
は「
も
っ
と
早
い
時
間
か
ら
開
い
て
ほ
し
い
」と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
開
館
時
間
の
延
長
を
求
め
る
要
望

は
約
一
七
％
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、「
西
東
京
市
第
２
次
基
本
構
想
・
基

本
計
画
」や「
西
東
京
市
教
育
計
画
」の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、市
民

の
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、利
用
者
が
図
書
館
に
期
待
す
る
こ
と

や
望
む
こ
と
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
谷
小
５
年

―１―

平成26年（2014年） 7月1日

図
書
館
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
る

利
用
者
が
望
む
も
の

★声の広報をお届けしています。
お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら

谷戸図書館（☎421-4545）へお問い合わせを



職員の応対� 3.5� 3.2

職員の業務知識� 3.4� 3.0

開館時間� 2.7� 3.3

休館日� 2.5� 2.9

本や資料の探しやすさ� 2.8� 3.4

読みたい本や雑誌の充実度� 2.4� 3.5

図書館の立地場所� 3.4� 3.4

施設内のスペース� 2.7� 2.6

バリアフリー対応� 3.1� 2.3

他の利用者のマナー� 2.7� 3.8

項　　　　　目 満足度 重要度

本、雑誌、CDの予約ができる

自動貸出機は使いやすい、便利である

目的の本がないときはリクエストで用意してもらえる

館内検索機で蔵書が調べられる

図書館ホームページで、お知らせや各種情報を提供している

『図書館だより』『今月の本棚』など、広報紙を発行している

読み聞かせ、おはなし会等子どもへのサービスは充実している

中央図書館にある地域・行政資料室では、
担当職員が常駐し、西東京市に関する調査ができる

講座・講演会などのイベントは充実している

インターネット検索機で、日経テレコムや聞蔵、
ジャパンナレッジなどの有料サイトが利用できる

ハンディキャップサービスで、
「声の広報」や録音図書、対面朗読、宅配サービスを実施している
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818 451 79 108 92

791 495 96130 56

グラフ１ サービスの満足度

683

620 469 148 101

276

299

169

529

276

610

573332219101 350

29522698 331

46231695 348

305291137 311

486374170 349

344421184 319

323442204 314

214

428 152 129 133

1 おおいに満足

6 知らなかった

2 どちらかと言えば満足

7 無回答

3 どちらかと言えば不満足 4 おおいに不満 5 以前から知っているが
　利用したことがない

図
書
館
は
、
本
年
一
月
に
図
書
館
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。図

書
館
で
は
平
成
二
十
一
年
三
月
に
、

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
三
十
年
度
ま
で
の

十
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
西
東
京
市

図
書
館
基
本
計
画
・
展
望
計
画
」を
策
定
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
図
書
館
施
策
を
進
め
て
き

ま
し
た
。平
成
二
十
五
年
度
は
、計
画
の
中

間
年
度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
事
業
の
成
果
と
課
題
に

つ
い
て
調
査
分
析
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
意
見
や
感
想
を
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
役
立
て
る
目
的
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

期
　
　
間
　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日

（
水
）〜
一
月
二
十
六
日（
日
）

対
　
　
象
　
中
学
生
以
上
の
図
書
館
利
用

者（
来
館
者
）

場
　
　
所
　
西
東
京
市
図
書
館（
七
館
）

方
　
　
法
　
選
択
式
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

回
　
　
収
　
図
書
館
内
設
置
の
回
収
箱

回
答
者
数
　
一
、六
○
三
人

有
効
回
答
者
数

　
一
、五
九
八
人

調
査
項
目
　
基
本
属
性
（
性
別
、
住
ま
い
、

年
代
、職
業
・
学
校
、利
用
館
）、

利
用
に
つ
い
て（
利
用
頻
度
、

来
館
目
的
、利
用
し
や
す
さ
、

個
別
サ
ー
ビ
ス
）

性
別
は
男
性
が
34
・
４
％
、
女
性
が
51
・

３
％
、無
回
答
が
14
・

３
％
で
、住
ま
い
は
、

市
内
が
76
・
８
％
、市

外
が
21
・
０
％
、無
回

答
が
２
・
２
％
で
し
た
。

年
代
別
は
、
40
歳

代
が
最
も
多
く
22
・

６
％
、
次
い
で
60
歳

代
18
・
２
％
、
70
歳
代

15
・
２
％
と
な
っ
て

お
り
、職
業
・
学
校
に

つ
い
て
は
、
主
婦
が

32
・
９
％
、勤
労
者
が

24
・
９
％
、そ
の
他（
学

生
、自
営
業
、自
由
業

は
含
ま
な
い
）が
21
・

５
％
で
し
た
。

来
館
目
的
（
複
数

回
答
あ
り
）
で
最
も

多
い
の
は「
本
や
雑
誌
、

C
D
・
テ
ー
プ
を
借

り
る
・
返
す
」
で
38
・

４
％
、次
い
で「
本
を

読
む
」が
19
・
３
％
、「
雑

誌
を
読
む
」が
12
・
８

％
で
し
た
。

利
用
し
や
す
さ
に
つ
い
て
、
10
項
目
の
満

足
度
と
重
要
度
を
調
査
し
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

満
足
度
に
つ
い
て
は
、「
職
員
の
応
対
」

「
職
員
の
業
務
知
識
」「
図
書
館
の
立
地
条

件
」が
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

重
要
度
に
つ
い
て
は
「
他
の
利
用
者
の

マ
ナ
ー
」「
読
み
た
い
本
や
雑
誌
の
充
実
度
」

「
本
や
資
料
の
探
し
や
す
さ
」「
図
書
館
の

立
地
場
所
」
が
高
く
、「
開
館
時
間
」「
職
員

の
応
対
」が
続
き
ま
し
た
。

満足度については、「おおいに満足（4点）」「ど

ちらかといえば満足（3点）」「どちらかといえば

不満（1点）」「おおいに不満（0点）」の4つから１つ、

重要度については「重要である（4点）」「どちら

でもない（2点）」「重要でない（0点）」の3つから

１つを選択する設問とした。

上記表１の数値は、満足度・重要度ともに無

回答を除いた点数の平均値。満点は４点。

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
（
坦
庵
）
は
、
幕

末
期
、田
無（
多
摩
郡
）、保
谷（
新
座
郡
）を

含
む
武
蔵
国
の
村
々
の
代
官
を
務
め
た
人

物
で
す
。
代
官
と
し
て
優
れ
た
政
治
家
で

あ
る
と
と
も
に
、
蘭
学
者
、
外
交
官
、
芸
術

家
、
軍
学
者
、
教
育
者
、
剣
客
で
も
あ
り
ま

し
た
。

武
蔵
国
の
村
々
は
、嘉
永
三
年(

一
八
五

〇)

、代
官
大
熊
善
太
郎
の
支
配
か
ら
伊
豆

韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の
一
時

預
か
り
と
な
り
ま
す
。こ
の
後
、一
時
期
を

除
き
代
官
制
度
が
な
く
な
る
ま
で
、英
龍
、

英
敏
親
子
の
管
轄
下
に
置
か
れ
ま
し
た
。

地
域
・
行
政
資
料
室
で
は
、こ
の
時
の
申

送
書
「
大
熊
善
太
郎
元
支
配
所
武
蔵
国
村

村
支
配
引
継
に
付
申
渡
書
」
の
写
し
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
、年
貢
徴
収
方

法
や
個
別
の
村
々
の
記
載
、貯
穀
、訴
訟
等

の
嘆
願
書
や
触
書
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
こ
か
ら
、詳
細
に
村
の
状
況
を
把

握
し
、
村
の
立
場
に
立
っ
て
上
級
役
所
と

掛
け
合
う
地
方
行
政
役
所
と
し
て
の
代
官

所
の
姿
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。

英
龍
は
就
任
五
年
後
の
安
政
二
年(

一

八
五
五)

病
死
し
ま
す
。
こ
の
時
、
田
無
等

組
合
村
十
一
か
村
は
、「
江
川
太
郎
左
衛
門

死
去
に
付
支
配
継
続
願
書
」（
写
し
を
所
蔵
）

を
提
出
し
、
世
襲
代
官
江
川
家
に
よ
る
支

配
の
継
続
を
勘
定
奉
行
所
へ
申
し
出
ま
し

た
。こ
れ
は
、英
龍
が
徹
底
し
た
村
の
治
安

維
持
や
代
官
所
の
綱
紀
粛
正
、
倹
約
等
を

行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
村
々
へ
の
負
担
軽

減
に
努
力
し
た
実
績
を
村
役
人
（
名
主
な

ど
、村
の
行
政
を
担
当
し
た
農
民
）た
ち
が

高
く
評
価
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

英
龍
は
江
川
家
三
十
六
代
の
当
主
で
し

た
。江
川
家
の
歴
史
は
古
く
、源
経
基
の
孫

源
頼
親
を
始
祖
と
す
る
大
和
源
氏
で
す
。

十
二
世
紀
、
平
安
時
代
に
大
和
国
宇
野
荘

（
現
奈
良
県
五
條
市
）
か
ら
、
関
東
の
伊
豆

韮
山（
現
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）八
牧
の
地

に
移
住
し
ま
す
。
北
条
早
雲
の
家
臣
を
経

て
徳
川
家
康
に
仕
え
、慶
長
元
年(

一
五
九

六)

、
二
十
八
代
英
長
の
時
に
、
世
襲
の
伊

豆
韮
山
代
官
職
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
は
、
享
和
元
年

(

一
八
〇
一)

五
月
十
三
日
、
三
十
五
代
英

毅
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
二
十

歳
の
と
き
兄
英
虎
が
亡
く
な
っ
た
た
め
嫡

子
と
な
り
、天
保
六
年(

一
八
三
五)

、父
の

死
去
に
伴
い
韮
山
代
官
に
就
任
し
、
歴
代

当
主
が
名
乗
る
太
郎
左
衛
門
を
襲
名
し
ま

す
。諱
は
英
龍
、号
は
坦
庵
で
す（
坦
庵
。自

ら
は「
タ
ン
ナ
ン
」と
称
し
た
）。

江
川
家
の
支
配
地
は
武
蔵
、相
模
、伊
豆
、

駿
河
に
ま
た
が
り
、
管
理
地
は
十
万
石
を

超
え
ま
し
た
。
代
官
の
主
な
仕
事
は
幕
府

直
轄
領
の
年
貢
徴
収
と
支
配
地
の
治
安
で

す
。
韮
山
役
所
（
伊
豆
代
官
）
と
江
戸
役
所

（
関
東
代
官
）の
二
か
所
の
役
所
を
中
心
に

支
配
に
当
た
り
ま
し
た
。

英
龍
は
、支
配
地
が
海
岸
線
で
あ
り
、ひ

い
て
は
外
圧
か
ら
日
本
を
守
る
た
め
、
洋

学
を
学
び
海
外
の
知
識
を
取
り
入
れ
て
幕

府
に
進
言
を
行
い
ま
し
た
。
水
戸
藩
の
蘭

学
者
幡
崎
鼎
に
西
洋
事
情
や
砲
術
を
、
田

原
藩
士
の
渡
辺
崋
山
に
洋
学
を
学
び
、
天

保
八
年(

一
八
三
七)

、
伊
豆
を
中
心
と
し

た
海
防
に
関
す
る
初
め
て
の
建
議
書
を
勘

定
奉
行
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
天
保
十
二

年(

一
八
四
一)

に
は
、長
崎
の
町
年
寄
、長

崎
奉
行
直
属
鉄
砲
方
の
高
島
秋
帆
に
師
事

し
西
洋
砲
術
を
伝
授
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

そ
れ
を
教
授
し
幕
府
の
軍
事
顧
問
と
し
て

軍
事
改
革
を
推
進
し
ま
す
。嘉
永
二
年(

一

八
四
九)

、イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号

が
下
田
に
入
港
す
る
と
、
農
民
を
海
防
に

当
た
ら
せ
る
農
兵
の
設
置
を
建
議
し
ま
す
。

農
兵
制
は
、英
龍
の
死
後
、そ
の
意
志
と
は

異
な
る
農
民
一
揆
対
策
の
た
め
に
採
用
さ

れ
、田
無
村
農
兵
隊
も
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

嘉
永
六
年(

一
八
五
三)

、
ペ
リ
ー
浦
賀
来

航
後
は
勘
定
吟
味
役
格
に
任
ぜ
ら
れ
、
品

川
沖
の
台
場
の
築
造
、大
砲
の
製
造
、反
射

炉
の
築
造
に
当
た
り
ま
し
た
。
反
射
炉
と

は
、
銑
鉄
を
溶
か
し
て
不
純
物
を
減
ら
し

大
砲
を
鋳
造
す
る
溶
解
炉
で
す
。
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

江
戸
、韮
山
、下
田
を
慌
し
く
行
き
来
す

る
中
、
風
邪
か
ら
肺
炎
を
併
発
し
安
政
二

年(

一
八
五
五)

、
一
月
十
六
日
江
戸
で
帰

ら
ぬ
人（
享
年
五
十
三
歳
）と
な
り
ま
す
。

徳
川
斉
昭
、
渡
辺
崋
山
ら
と
議
論
を
交

わ
し
、
勝
海
舟
や
福
沢
諭
吉
の
著
書
に
描

か
れ
る
な
ど
多
く
の
偉
人
た
ち
に
影
響
を

与
え
た
英
龍
は
、
母
が
残
し
た
「
忍
」
と
い

う
言
葉
、
父
が
与
え
た
「
興
」
と
い
う
花
押

の
と
お
り
、
何
事
に
も
興
味
を
持
っ
て
挑

戦
し
続
け
ま
し
た
。
国
の
有
り
様
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
時
代
、
学
び
考

え
、
滅
私
の
心
で
そ
の
職
を
務
め
た
名
代

官
と
い
え
ま
す
。

英
龍
（
坦
庵
）
は
、
広
く
多
摩
の
人
々
に

語
り
伝
え
た
い
人
物
で
す
。

田無村農兵隊の韮山笠（名主用）
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図
書
館
利
用
者

　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
調
査
報
告

調
査
の
概
要

調
査
の
結
果

◇
回
答
者
の
属
性

◇
来
館
目
的

◇
利
用
し
や
す
さ
に
関
す
る
満
足
度

表1　利用しやすさに関する満足度 図
書
館
所
蔵
資
料
に
見
る
英
龍

江
川
家
の
由
来

「
多
摩
の
名
代
官
・
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
」

第
５
回

に
ん
に
ん
西
東
京

図
書
館
だ
よ
り
版

幕
末
に
生
き
た
英
龍

ひ
で 

た
つ

た
ん 

な
ん

に
ら

ひ
で 

と
し

つ
ね 

も
と

よ
り 

ち
か

や  

ま
き

ひ
で 

な
が

ひ
で

た
け

ひ
で 

と
ら

い
み
なは

た 

ざ
き
か
な
え

わ
た 

な
べ   

か   

ざ
ん

せ
ん 

て
つな

り 

あ
き

か   

お
う

た
か 

し
ま
し
ゅ
う
は
ん



毎
朝
十
時
、
開
館
と
同
時
に
男
性
群

ゾ
ロ
ゾ
ロ
、
新
聞
閲
覧
。
中
に
一
人
、
新

聞
は
パ
ス
。展
示
コ
ー
ナ
ー
ち
ら
り
、館

内
利
用
者
用
検
索
機
い
じ
り
。
書
架
の

間
を
ウ
ロ
ウ
ロ
、
何
を
お
探
し
？
四
冊

め
を
。

一
冊
は
、『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』

（
藤
原
て
い
著
）。む
か
し
、新
田
次
郎
氏

と
サ
シ
で
一
献
。
あ
と
で
本
書
読
み
感

動
。昭
和
二
十
年
八
月
、

満
州
は
新
京
駅
頭
。
ソ

連
軍
来
る
。
て
い
は
幼

児
三
人
抱
え
、
一
緒
に

逃
げ
て
と
夫
に
哀
願
す

る
が
、観
象
台
課
長
の
夫
、

新
田
次
郎
は
役
所
の
残

務
整
理
が
あ
る
か
ら
と

ホ
ー
ム
を
去
る
。
男
は

滅
私
奉
公
！
女
親
は
幼

児
守
り
。
三
十
八
度
線

を
歩
い
て
突
破
、
一
年

か
け
て
帰
郷
。母
は
強
し
！

人
格
の
始
ま
り
は
受
精

卵
、そ
の
細
胞
質
は
百
％
母
親
由
来
。臍

の
緒
は
即
絆
だ
。

一
冊
は
、『
小
津
安
二
郎「
東
京
物
語
」

ほ
か
』（
小
津
安
二
郎
著
、田
中
真
澄
編
）。

こ
の
映
画
の
ラ
ス
ト
で
笠
智
衆
は
、
戦

死
し
た
息
子
の
嫁
、原
節
子
に「
自
分
で

育
て
た
子
ど
も
よ
り
、
い
わ
ば
他
人
の

あ
ん
た
の
方
が
よ
う
し
て
く
れ
た
」
と

嘆
息
。
絆
は
遺
伝
か
ら
義
理
人
情
へ
権

力
移
譲
。

一
冊
は
、『
わ
た
し
を
離
さ
な
い
で
』

（
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
著
※
注
①
、土
屋

政
雄
訳
）
。
臓
器
移
植
用
ク
ロ
ー
ン
育

成
施
設
で
暮
ら
す
臓
器
提
供
役
の
少

年
と
介
護
人
の
少
女
。と
も
に
ク
ロ
ー

ン
（
※
注
②
）
。
少
年
に
、
死
を
意
味
す

る
提
供
近
づ
く
と
少
女
は
、「
私
を
離

さ
な
い
で
」
と
唄
う
。
ク
ロ
ー
ン
同
志

の
絆
！
折
り
し
も
Ｄ
Ｎ

Ａ
パ
パ
Ｖ
Ｓ
戸
籍
父
と

の
絆
訴
訟
。
遺
伝
物
質

対
義
理
人
情
の
せ
め
ぎ

あ
い
。難
事
件
。

こ
れ
に
ク
ロ
ー
ン
が

絡
ん
だ
ら
、
倫
理
も
登

場
し
、糾
弾
ま
す
ま
す
。

人
口
減
、少
子
高
齢
化
、

先
端
医
療
導
入
の
日
本
、

臓
器
移
植
の
さ
い
、
拒

絶
反
応
の
な
い
ク
ロ
ー

ン
は
必
ず
…
。で
、絆
を

め
ぐ
る
価
値
観
の
行
方

求
め
て
四
冊
め
の
文
献
を
捜
索
中
。図

書
館
の
な
か
で
、九
十
二
歳
、浮
世
徘
徊
。

注
①
　
イ
シ
グ
ロ
氏
は
五
歳
で
渡
英
。

　
　
　
イ
ギ
リ
ス
で
最
も
権
威
あ
る
文
学
賞
を『
日

の
名
残
り
』
で
受
賞
。
こ
こ
で
は
イ
ギ
リ

ス
の
古
き
良
き
時
代
の
執
事
が
主
役
。

注
②
　
ク
ロ
ー
ン
人
間
は
、受
精
に
よ
ら
ず
、一
個

の
体
細
胞
を
増
殖
さ
せ
て
形
成
さ
れ
た

の
で
、
遺
伝
的
に
は
細
胞
親
と
完
全
一
致
。

平成26年（2014年）7月1日

編

記

後

集

今
回
実
施
し
た
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
図
書
館
の
利
用
し
や
す
さ
に
関

す
る
質
問
事
項
つ
い
て
、
満
足
度
と
と
も

に
、
そ
の
事
柄
が
利
用
す
る
方
に
と
っ
て

ど
の
程
度
重
要
か
を
尋
ね
る
「
重
要
度
調

査
」も
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
、「
図

書
館
評
価
」
に
関
し
て
国
内
で
は
先
駆
的

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
大
阪
府
豊
中
市
図

書
館
の
ア
ン
ケ
ー
ト
手
法
に
学
ん
だ
も
の

で
す
。

今
回
の
調
査
で
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
直
接
の
利
用
者
は
少
な

く
て
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

こ
そ
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
と
学
び
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
第
２
期
西
東
京
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
（
平
成
二
十
三
年
度
〜
平
成
二

十
七
年
度
）」の
中
間
年
度
に
あ
た
る
平
成

二
十
五
年
度
に
、
現
在
の
状
況
の
確
認
及

び
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、

報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

家
庭
・
地
域
、保
育
所（
園
）、児
童
館
・
学

童
ク
ラ
ブ
、学
校
、図
書
館
の
関
係
機
関
で
、

そ
れ
ぞ
れ
現
状
を
確
認
し
検
討
を
し
ま
し

た
。ま
た
、計
画
の
対
象
者
で
あ
る
乳
幼
児
、

市
立
小
学
校
児
童
と
市
立
中
学
校
生
徒
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
結
果
も

掲
載
し
ま
し
た
。今
後
は「
第
３
期
西
東
京

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
に
向
け

て
課
題
の
確
認
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、こ
の
中
間
報
告
は
、各
図
書
館
お

よ
び
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
11
項
目
の
満

足
度
を
調
査
し
ま
し
た
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

「
資
料
の
予
約
」「
自
動
貸
出
機
」「
リ
ク

エ
ス
ト
」「
館
内
検
索
機
」に
つ
い
て
は
、回

答
者
の
お
よ
そ
９
割
が
知
っ
て
い
て
、
そ

の
う
ち
お
よ
そ
８
割
の
方
が
利
用
し
て
お

り
、満
足
度
も
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、「
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
広

報
誌
の
発
行
」「
子
ど
も
へ
の
サ
ー
ビ
ス
」

と
な
っ
て
お
り
、
認
知
度
は
一
定
程
度
高

い
も
の
の
利
用
度
は
や
や
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
回

答
者
の
半
数
近
く
が
知
っ
て
い
る
も
の
の

利
用
度
が
３
割
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
対
象
者
が
限
定
さ
れ
る
傾
向
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

よ
り
詳
し
い
調
査
結
果
を
各
図
書
館
で

掲
示
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

本
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
満
足
い
た
だ
け
る
図
書

館
を
目
指
し
、
今
後
の
図
書
館
施
策
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

西東京市図書館だより

―４―

わたしと
　 図書館

中島 雄次郎

「
第
２
期
西
東
京
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
　
２
年
間
の
成
果
と
課

題
　
第
３
期
推
進
計
画
の
策
定
に
向

け
て（
報
告
書
）」が
で
き
ま
し
た
。

◇
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度

へ
そ

う
た

古紙配合率70％の再生紙を使用しています


